
行報
政告

▪

第
７
次
総
合
計
画
の
策
定

　

基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
し
て
お

り
、
現
在
、
本
市
の
現
状
と
課
題
の

整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い

時
代
を
見
据
え
た
本
市
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
、
幅
広
い
年
代
か
ら
意

見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
「
か
づ
の
未
来
会
議
」
で

は
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
ま
ち

づ
く
り
中
高
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結

果
を
示
し
な
が
ら
、
理
想
と
す
る
ま

ち
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
人
口
減
少

が
進
行
し
て
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
幸
福
感
を
大
事
に
す
る
こ
と
や
、

残
し
た
い
も
の
を
失
わ
ず
に
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
重
要
さ
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
頂
い
た
意
見
の
ほ
か
、

今
後
の
会
議
に
お
い
て
、
議
論
を
深

度
か
ら
全
学
年
を
受
け
入
れ
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
民
間
施
設
を
借
り
上
げ

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
十
和
田
小
学

校
区
で
は
新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
を
開

設
す
る
ほ
か
、
花
輪
小
学
校
区
で
は
、

現
在
は
福
祉
プ
ラ
ザ
内
に
あ
る
「
ま

ち
な
か
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
移
転
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

▪
北
限
の
桃
の
生
産
拡
大

　

果
実
の
肥
大
時
期
に
天
候
が
安
定

し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
比
で
集
荷
量

１
５
０
％
、
販
売
額
１
８
０
％
の
約

１
億
３
３
０
０
万
円
の
販
売
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

消
費
者
や
市
場
関
係
者
の
認
知
度

と
需
要
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
需
要
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
連

携
し
て
技
術
指
導
や
作
付
面
積
の
拡

大
を
支
援
し
、
安
定
し
た
生
産
量
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

▪
日
本
短
角
種
の
販
売
促
進

　

10

月
28

日
の
鹿
角
家
畜
市
場
で

は
、
63

頭
の
売
買
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
こ
の
う
ち
日
本
短
角
種
は
49

頭

で
、
税
抜
き
の
平
均
取
引
価
格
は
、

昨
年
を
５
万
３
４
０
０
円
上
回
る

25

万
９
４
２
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

め
な
が
ら
、
３
月
ま
で
に
基
本
構
想

の
素
案
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

▪
ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　

11

月
25

日
現
在
の
寄
附
申
出
額
は
、

６
７
７
６
件
、
９
０
４
８
万
４
千
円

と
、
前
年
同
期
の
２
・
３
倍
と
な
り
、

す
で
に
昨
年
度
の
総
額
を
上
回
る
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
に
向
け
て
申
出
件
数
が
多
く

な
る
こ
と
か
ら
、
返
礼
品
協
力
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
、
り
ん
ご
や
米
、

き
り
た
ん
ぽ
な
ど
、
市
の
特
産
品
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多

く
の
方
々
か
ら
応
援
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

出
荷
頭
数
の
増
加
が
、
大
手
経
営

体
の
参
加
と
高
値
取
引
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
計
画
的
な
増

頭
に
取
り
組
み
、
枝
肉
出
荷
頭
数

１
０
０
頭
以
上
を
目
指
し
、
畜
産
農

家
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
一
層
の
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

▪
熊
被
害
防
止
対
策

　

今
年
の
熊
の
目
撃
数
お
よ
び
被
害

件
数
は
、
ブ
ナ
の
実
の
凶
作
な
ど
に

よ
り
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
も

の
の
、
最
終
的
に
は
平
年
並
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

早
く
か
ら
集
落
座
談
会
や
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り
、
被
害

防
止
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
ま
し
た

が
、
花
輪
第
一
中
学
校
付
近
や
、
大

湯
温
泉
街
に
お
け
る
事
故
は
、
こ
れ

ま
で
目
撃
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

市
街
地
で
発
生
し
て
お
り
、
熊
の
生

息
域
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
状
況
で

す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
へ
の
情
報
提

供
や
広
報
な
ど
に
よ
る
注
意
喚
起
に

努
め
る
ほ
か
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
よ
る
迅
速
な
駆
除
体
制
を
維
持

し
て
い
き
ま
す
。

▪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
推
進

　

10

月
９
日
に
、
テ
ニ
ス
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
団
体
の
ほ

か
、
県
・
学
校
・
商
工
関
係
、
文
化
・

国
際
交
流
関
係
の
各
団
体
の
参
画
に

よ
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
を
挙
げ
て
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
際
し
、
相
手
国
で
あ
る
ハ

ン
ガ
リ
ー
選
手
へ
の
応
援
と
、
大
会

終
了
後
の
選
手
や
関
係
者
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
地
域
が
活
性
化
し
、
皆

さ
ん
の
記
憶
に
残
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

▪
東
京
都
葛
飾
区
と
の
交
流

　

「
寅
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」

で
は
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
の
ル
ー
ツ
を

追
求
し
て
開
発
し
た
「
山
子
鍋
」
の

提
供
や
、
柴
又
帝
釈
天
参
道
に
あ

る
老
舗
和
菓
子
店
と
の
コ
ラ
ボ
メ

ニ
ュ
ー
「
あ
ん
き
り
た
ん
ぽ
」
の
限

定
販
売
、
「
花
輪
ば
や
し
」
の
演
奏

な
ど
を
行
い
、
本
市
の
食
と
伝
統
文

化
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
で
き
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
新
規
学
卒
者
の
就
職
内
定
状
況

　

鹿
角
管
内
の
高
校
卒
業
見
込
み
の

生
徒
で
就
職
を
希
望
し
て
い
る
生
徒

は
66

人
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
管

内
就
職
内
定
者
数
は
22

人
で
、
前
年

同
期
よ
り
10

人
多
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
は
、
一
昨
年
２
月
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鹿
角
と
締
結
し
た
雇
用
対
策

協
定
の
ほ
か
、
か
づ
の
商
工
会
や
鹿

角
地
域
振
興
局
な
ど
５
者
に
よ
り
昨

年
１
月
に
行
っ
た
緊
急
共
同
宣
言
に

基
づ
き
、
早
期
求
人
や
市
内
就
職
の

勧
奨
な
ど
各
種
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
求
人
・
求
職
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
進
め
、
内
定
率
１
０
０
％

の
早
期
達
成
と
市
内
企
業
の
人
材
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
委
嘱

　

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

１
１
９
人
、
う
ち
主
任
児
童
委
員
９

人
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び

県
知
事
か
ら
の
委
嘱
状
を
12

月
２
日

に
伝
達
し
ま
し
た
。

　

今
後
３
年
間
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
笑
顔
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
活
躍
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▪
子
育
て
支
援
の
充
実

　

市
内
８
カ
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
う
ち
、
昨
年
度
か
ら
５
施
設
で

段
階
的
に
高
学
年
の
受
け
入
れ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
残
る
十
和
田
小
学

校
区
と
花
輪
小
学
校
区
で
も
、
来
年

▪
統
合
校
の
学
習
環
境
を
整
備

　

花
輪
第
一
中
学
校
の
大
規
模
改
修

工
事
が
10

月
25

日
に
完
了
し
ま
し

た
。
花
輪
第
一
中
学
校
と
花
輪
第
二

中
学
校
の
統
合
校
舎
と
し
て
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
生
徒
の
学
習

環
境
の
整
備
・
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
新
た
に
「
花
輪
中
学

校
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
統
合
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
史
上
初
の
国
体
連
続
開
催

　

第
76

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
が
、
令
和
３
年
２
月

に
花
輪
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
第
77

回
大
会
も
本
市
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
国
体
の
２
年
連
続
開
催
は
、
大

会
の
長
い
歴
史
の
中
で
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

　

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

と
の
２
年
連
続
ダ
ブ
ル
開
催
に
な
り

ま
す
の
で
、
ス
キ
ー
関
係
者
と
連
携

を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、
市
全
体
で

大
会
が
盛
り
上
が
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問 

総
務
課 

行
政
班

　

 

☎
30
‐
０
２
０
３

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
が
前
年
の
２
・
３
倍

北
限
の
桃
の
販
売
額
が
前
年
の
１
・
８
倍

ス
キ
ー
全
国
大
会
の
２
年
連
続
Ｗ

ダ
ブ
ル

開
催
が
決
定

令
和
元
年
第
６
回
定
例
会

か
づ
の
未
来
会
議
で
理
想
と
す
る
ま
ち
の

姿
を
議
論

行
政
報
告
を
行
う
児
玉
市
長

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
新
た
に
委
嘱

か
づ
の
牛
の
取
引
価
格
が
上
昇

色
鮮
や
か
な
北
限
の
桃

２
年
連
続
国
体
の
開
催
が
決
定
（
写
真
：

平
成
25
年
に
行
っ
た
第
68
回
ス
キ
ー
国
体
）

　

令
和
元
年
第
６
回
鹿
角
市
議
会
定
例
会
が
11
月
29
日
か
ら
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
案
な
ど

の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
行
わ
れ
た
市
長
の
行
政
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2020年 1月号5 KAZUNO CITY 2020年 1月号 4KAZUNO CITY


